
臨界前核実験に対する抗議

貴国政府は、日本時間６月８日早朝、米国ネバダ州の地下核実験場に

おいて、今年２回目、通算１７回目となる臨界前核実験を実施した。

貴国のエネルギー省は、「核反応が連続して起こる臨界には、達しな

かったことが確認された」との発表をしているが、実験が核兵器の安全

性や性能を維持することを目的としていることから、核実験といわざる

を得ない。

我が国は、核の恐ろしさを知る世界で唯一の被爆国であり、核兵器廃

絶を願う我が国民と国際世論を踏みにじる行為である今回の実験は、断

じて許されるものではない。

世界の恒久平和を希求する我々は、たとえどのような理由があろうと

も、人類を、そして、地球上の生物を破滅させる核のいかなる実験をも

容認することはできない。

よって、千代田区議会は区民とともに、貴国政府が実施した、臨界前

核実験に対し強く抗議し、今後いかなる実験計画も中止することを断固

求めるものである。
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